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図1 湯沢ぎく    図2 湯沢もってのほか    図3 向能代         図4 湯沢中菊 
 




             






            






             






              
図17 峰浜     図18 能代東雲1      図19 能代東雲3       図20 能代東雲8 
 
3-2）調査の結果（表１） 
 開花開始日は、8月、10月上旬、10月下旬の3つに大きく分かれており、花色は黄～橙系、ピンク
～白系、赤系の3つに分かれていることがわかった。舌状花の形では、匙弁と管弁の2種類があり、
両方の形を有する系統もあった。舌状花と管状花の割合（以下、割合）については、3.97～16.00
と幅広く、そのうち9～12が最も多く、次いで6～9が多いということがわかった。総重量では、2ｇ
～4ｇが多く、2ｇ未満は1系統しかなかった。花器の直径に関しては大・中・小ともに系統数に大
きな差は見られなかった。味では、10月下旬に開花する系統に苦みの強いものが含まれていること
がわかった。味と割合や直径には関連性はみられなかった。固さでは、匙弁をもつものは全て中間
的で、管弁では系統によって差があることがわかった。 
湯沢ぎくは、唯一8月に開花し、割合では管状花の割合が多いことがわかった。総重量は少なめ
で、直径は中間的であり、苦みが弱く、中間的な固さであることがわかった。 
 
3-3）クラスター分析 
 クラスター分析には、数値化できない②花色と③舌状花の形を除いた6項目を使用して樹系図を
作成した。なお、今回分析に用いたデータは、実際に計測した重さや長さ等をそのまま使用するの
ではなく、程度を3～5段階に分けて数値化した。例えば、①開花開始日は、8月に開花した湯沢ぎ
くを1とし、10月1日までに開花した系統を2、10月10日までに開花を3、10月24日までに開花を4、 
 
10月30日までに開花を5とした。他項目も同様である（表1脚注参照）。 
 今回得られたクラスター分析の結果（図 21）を見ると、樹系図の上（湯沢ぎくから東雲１まで）
のグループと、図の下（湯沢もってのほかから東雲４まで）の 2グループに大きく分けることがで
きる。 
湯沢ぎくが含まれる上グループは表１より「苦味が強いもの」と「舌状花と管状花の割合が低い
（舌状花が少ない）もの」が集まっているのに対して、下グループは表１より「苦味が弱いもの」
と「舌状花と管状花の割合が高い（舌状花が多い）もの」が集まっていた。 
そして、湯沢ぎくと特に類似度の高い二ツ井と米内沢は、舌状花と管状花の割合・花器の総重量・
花器の直径の数値が同じであることから、この 3系統は「舌状花が少なく花器が小さめ」という特
徴があった。 
以上から、県内で栽培されている食用菊の中での湯沢ぎくの、特徴を明らかにすることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図21 クラスター分析による樹系図 
※系統名の字の色は花色を示す。また、匙弁を持つものを(S)、管弁を持つものを(K)とした。 
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